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様式第 1号 

 

 

会 議 録 

 

 

会議の名称 令和４年度 第２回社会教育委員会議 

開催日時 令和４年１１月３０日（水）午後３時～午後４時２０分 

開催場所 所沢市役所７階研修室 

出席者の氏名 別紙のとおり 

欠席者の氏名 別紙のとおり 

説明者の職・氏名  

議 事 

 

（１） 社会教育委員会議の進め方等について 

（２） 今期の審議計画（案）について 

（３） その他 

 

会 議 資 料 資料１：社会教育委員関係法令 

資料２：社会教育委員会議について  

資料３：令和４年度から６年度 社会教育委員会議スケジュール（案）  

その他資料１：第５３回関東甲信越静社会教育大会山梨大会 開催要項 

その他資料２：令和４年度 第７６回所沢市二十歳のつどい開催要項 

 

担 当 部 課 名 

 

教育長 中島 秀行、教育総務部長 千葉 裕之、教育総務部次長 皆川 

博幸、スポーツ振興課長 廣谷 貴紀、文化財保護課長 稲田 里織、生

涯学習推進センター所長 酒井 忠夫、所沢図書館長 古田 晃一 

 

教育総務部社会教育課 

社会教育担当参事 吉田 謙治、主査 金田 俊一、主査 宮岡 さやか、

主任 高橋 幸大 

 

教育総務部社会教育課  電話 ０４（２９９８）９２４２ 

 

 



選出根拠※ 氏　　名 備　　　　考 出欠席

学校教育
関係者 岩間

いわま

　健一
けんいち 所沢市立小中学校校長会

（所沢中学校校長）
○

学校教育
関係者 石

いしみね

嶺　雄大
ゆうだい 所沢市幼児教育振興協議会

（美原幼稚園 園長）
○

社会教育
関係者 加藤

か と う

　市男
い ち お 所沢市公民館運営審議会

民生・児童委員
○

社会教育
関係者 難波

なんば

　裕之
ひろゆき

所沢こどもルネサンス実行委員会 ○

社会教育
関係者 竹内　聡子

た け う ち さ と こ 所沢市スカウト協議会
（ガールスカウト埼玉県第３６団） ○

社会教育・
家庭教育
関係者

針生
はりゅう

　清美
きよみ

柳瀬小学校図書ボランティア代表
柳瀬公民館保育スタッフ
柳瀬荘黄林閣（国重要文化財）管理人

○

社会教育
関係者 小沢

おざわ

　貞泰
さだやす (元）北秋津小学校区　心豊かな子どもを育てる学

校と地域づくり連絡会議　北秋津ネット　議長 ○

社会教育
関係者 小松

こまつ

　扶美子
ふみこ 所沢市連合婦人会

会長
×

社会教育・
家庭教育
関係者

古山
こやま

　智啓
ともひろ 所沢市ＰＴＡ連合会

会長
○

社会教育・
家庭教育
関係者

小林
こばやし

　ヒデ子
  こ 民生・児童委員

人権擁護委員
○

社会教育
関係者 須藤

すどう

　とく子
こ 人権擁護委員

（元市内小学校長）
○

学識経験者 鹿
しか

戸
と

　一範
かずのり 秋草学園短期大学

准教授
○

学識経験者 扇
おおぎはら

原　淳
あつし 早稲田大学人間科学学術院

教授 ×

学識経験者 平塚　俊夫
ひらつか　としお

元市内中学校長 ○

学識経験者 関
せき

　直規
なおき

東洋大学文学部　教育学科教授 ○

※選出根拠＝所沢市社会教育委員条例第２条 　　　　　令和4年9月1日現在

所沢市社会教育委員会議出欠一覧
令和４年１１月３０日（水）午後３時から　市役所７階研修室
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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育担当参事 

 

 

 

委員 

 

 

 

社会教育担当参事 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１ 開会】 

  

【２ 委嘱状の交付】 

新任期の開始にあたり社会教育委員に教育長から委嘱状を交付した。 

 

【３ あいさつ】 

委嘱した委員は、再任が１２名、新任が３名である。前期での郷土資料の

保存・活用をテーマとした審議と様々なご意見に感謝する。来年度から小中

学校４校をモデル校として始めるコミュニティスクールについてや、前期の

審議に関連した文化財について等、所沢市の社会教育の発展のため当会議で

知恵や知見をいただきたい。 

 

《社会教育委員の自己紹介、及び傍聴者１名の入室後、議事に入った。》 

《改選後初回の会議のため、議長の選任まで社会教育担当参事が進行を務

めた。》 

 

【４ 議長・副議長の選任】 

議長・副議長については、「所沢市社会教育委員会議規則」第２条により

委員の互選により議長１名、副議長１名を置くことになっている。 

委員から立候補または推薦をいただきたい。 

 

議長は、小沢委員にお願いしたい。 

 

《拍手をもって一同了承》 

 

次に、副議長の立候補または推薦をいただきたい。 

 

副議長は、針生委員にお願いしたい。 

 

《拍手をもって一同了承》 

 

《新議長、新副議長からあいさつ後、社会教育担当参事に代わり、以降の

議事の進行は議長が務めた。》 

 

【５ 議事】 

（１）社会教育委員会議の進め方等について 
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議長 

 

 

 

 

 

 

社会教育担当参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育担当参事 

 

議長 

 

 

 

《社会教育担当参事より、資料１に基づき社会教育委員制度について、資料

２に基づいて所沢市社会教育委員会議の進め方について説明があった。》 

 

これまでの説明の中で、質問等はあるか。なければ私から確認を含めお伝

えしたい。社会教育委員は他の審議会と少し異なり、委員一人一人に委嘱さ

れ、委員個人での調査も可能ということである。委員には当会議で、それぞ

れの立場から質問や意見、感想などのご発言をいただきたい。 

 

 

（２）今期の審議計画（案）について 

令和４年度から６年度の社会教育委員会議のスケジュールについては資

料３のとおりである。参考として資料に掲載したとおり、公民館運営審議会

にて「公民館の在り方」について審議している。この審議状況を受けて社会

教育委員の立場でも「公民館の在り方」について審議いただきたい。令和５

年５月に公民館運営審議会での答申案が確定する予定である。 

また、社会教育委員会議はこれまで年間の任期中に同一テーマで審議を行

ってきたが、教育委員会でコミュニティスクールという大きな事業が始まろ

うとしていることから、今期については第３回の会議あたりからコミュニテ

ィスクールをテーマに審議をしていきたいと考えている。任期の最後に、ど

のような形にまとめるかも議論したい。 

なお、関連スケジュールとして、機構改革で令和５年４月から社会教育課

と生涯学習推進センターの組織統合が決定している。 

 

これまでの説明の中で質問等はあるか。なければ私から確認したい。今期

予定されている６回の会議では、従来のようにメインテーマを設けずに、「公

民館の在り方」について、公民館運営審議会の答申作成と足並みをそろえな

がら社会教育委員会でも大所高所から意見・審議しつつ、第３回からコミュ

ニティスクールについても審議すると理解した。公民館運営審議会の審議状

況等によっては、「公民館の在り方」について第３回でも審議する場合もあ

るというスケジュールの理解でよいか。 

 

そのとおりである。 

 

機構改革については、今まで社会教育課と生涯学習推進センターが横並び

だったが、来年度は生涯学習推進センターが社会教育課の中に含まれるとい

う理解でよいか。 
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社会教育担当参事 

 

 

 

 

委員 

 

 

社会教育担当参事 

 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

社会教育担当参事 

 

 

委員 

 

 

 

 

社会教育担当参事 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

そのとおりである。また、社会教育委員会議の審議スケジュールについて

補足すると、第３回から審議テーマが変わるのではなく、状況に応じて第３

回は２つのテーマについて審議する等、状況に応じて審議を進行する予定で

ある。 

 

コミュニティスクールをテーマに審議するとのことだが、最終的にどのよ

うな形で結果を残す予定か、事務局の考えを聞きたい。 

 

どのような形を審議の着地点とするのが良いかも、審議していきたいと考

えている。コミュニティスクール事業の進行と社会教育委員会議での審議が

同時進行になる可能性もある。コミュニティスクールとはどういうものか、

今後の方向性などを含め、随時情報を提供していく予定である。 

 

前期は意見書を残した。今期はメインテーマが２つある。着地点などにつ

いて会議の中で意見交換をしながら進めていきたい。 

 

公民館の在り方について第２回で審議するとのことだが、公民館運営審議

会で審議した経過等の報告を受けて審議という認識であっているか。 

 

公民館運営審議会で答申を作成中である。作成途中の答申を第２回で示せ

る予定である。社会教育委員の立場で意見を付加いただきたい。 

 

以前の会議で、資料を会議当日に提示され、読み込めないまま審議しなけ

ればならないことがあった。事前に資料を読み込めれば、委員としての発言

もしやすい。会議前に資料を提示してもらうことは可能か。資料が事前にき

ていて安心して会議に臨めたこともあった。 

 

資料の作成状況など各回で状況が異なるだろうが、事前に資料を見てもら

える状況であれば事前に提示していきたい。 

 

スケジュール的に資料のすべてを事前に提示するのは難しいだろうが、可

能であれば審議の骨子や方向性を前もって理解しておくのが望ましい。「公

民館の在り方」については公民館運営審議会の専門部会で深く審議されてい

る。社会教育委員会議では、社会教育全般から見た公民館をどう考えるか等、

公民館運営審議会とは異なる視点で考えていければと考えている。 
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委員 

 

 

文化財保護課長 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

社会教育担当参事 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

社会教育担当参事 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

前期に審議した「郷土資料の保存・活用」について、今期中にその後の動

きがあれば報告いただきたい。 

 

関係部局や財政・企画等の多部局の視点も入れ、教育委員会だけでなく所

沢市全体で進めていくよう庁内で合意形成を進めているところである。 

 

意見書にも「（その後の進展について）社会教育委員会議で見守っていき

たい。」という一文を入れた。進展について今後も報告をお願いする。 

 

コミュニティスクールについては、平成の頃、中教審を受けて出てきたも

ので、当時も市議会で質問や意見が出るなどの議論があった。所沢市がコミ

ュニティスクールについて当時どのようなスタンスだったか等、経緯を整理

した資料があればありがたい。 

 

過去に議論があったことは把握している。可能な限り資料を提示したい。 

 

現在、小中学校には学校評議員や学校応援団などの先行した取り組みもあ

る。これらとコミュニティスクールの違いについても、経緯を含めて説明い

ただけるとよい。 

 

（３）その他 

事務局より説明をお願いしたい。 

 

１点目として、先日開催された関東甲信越静社会教育研究大会山梨大会に

小沢委員と針生委員が参加された。報告をお願いしたい。 

 

その他資料１のとおり、開会行事や記念公演、シンポジウム、分科会に参

加し、第５分科会では「高校生の目を通して地域を考えよう」をテーマとし、

甲州市の取り組みについて聞いた。（地元の高校生が地域をテーマに調査・

研究を行い、社会教育委員と意見交換を重ねて考えを深めていくという）高

校生を巻き込んだ社会教育委員のこの活動は、学校側にも好評で６年続いて

いるとのこと。分科会での話を聞いて、所沢の中高生が住んでいる地域をど

う思っているのか、住みよい街をどのように考えているのかが気になった。

いい経験をさせていただいた。 

 

第５０回埼玉大会（川越）以来の対面開催だった。対面ならではの情報交

換ができた。今年２月にオンライン開催した入間地区生涯学習フォーラムの
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社会教育担当参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

 

 

社会教育担当参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ように、オンライン等は行動制限がかかっている場合などの、あくまで代替

手段。本日の会議のように、対面開催はニュアンスや温度感など、様々な情

報交換ができる。参加した第２分科会では、鹿沼市の家庭教育の取り組みに

ついて失敗談も含めて話が聞けた。グループ討議もあり、座学だけではない

「発言して参加する」ところも大会の大切なところと実感した。参加の機会

に感謝する。 

 

その他の２点目として、来年１月９日に開催される第７６回所沢市二十歳

のつどいについて事務局より説明する。 

 

《事務局より、第７６回所沢市二十歳のつどいについて、その他資料２に

基づいて説明》 

コロナ禍前は社会教育委員に来賓として各地区のつどいに出席を依頼し

ていたが、今年度も感染症対策継続のため、出席希望の委員のみ事務局に連

絡いただき、各地区と調整する。 

 

二十歳のつどいについて質問はあるか。 

 

議員を来賓として招くかは各まちづくりセンターの判断と聞いた。（つど

いの来賓招待は）若い世代が議員の話を聞く良い機会である。コロナ禍での

来賓対応であることは理解しているので、つどいの趣旨である「次世代の担

い手としての活躍と幸福を記念」を市からの祝辞等で伝えてほしい。 

 

議員の来賓招待については各まちづくりセンターの判断に委ねている。成

年年齢は１８歳だが、所沢市は二十歳を節目として当面の間はお祝いしてい

く予定。二十歳としての自覚を促すメッセージを祝辞の原案に入れて準備を

進めているところである。 

 

【６ その他】 

 

《特になし》 

 

【７ 閉会】 

 《副議長のあいさつ後、閉会となる。》 

《以上で終了》 

 

 


